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１．研究計画の概要 
 法曹の質について，社会科学的な検証可能
な概念規定と理論モデルを構築し，現実に調
査を実施することで，現代日本の法曹の質を
客観的に測定し，日本の進みつつある法化社
会への道に，法曹人口増加がいかなるインパ
クトを与えつつあるかを測定しようとする
研究である． 
 まず，熟練の弁護士との討議をつうじて法
曹に必要な能力とスキルについて理論仮説
を立て，練達の弁護士への質問票調査によっ
て，仮説を検証する．検証された法曹の質概
念に基づいて質問票を作成して弁護士への
調査を行う．顧客満足法を応用して法律相談
者や訴訟における弁護士利用者への弁護士
評価を調査する．弁護士の社会へのインパク
トの計測手法のひとつとして，弁護士につい
ての国民の知識とイメージと社会的威信を
インタネット調査の手法を応用して実施す
る．さらに，裁判所記録を熟練の弁護士が読
んで，担当弁護士の能力とスキルとを評価す
る． 
 このようにして，多面的・多元的に法曹の
質を概念規定し，社会科学的・客観的な測定
法を開発して，測定を実践している． 
 
２．研究の進捗状況 
 弁護士調査（全国のすべての弁護士を対象
の質問票調査），法律相談者調査（法律相談
来所者への質問票調査），訴訟利用者調査（訴
訟利用者への弁護士についての質問票調査），
弁護士イメージ調査（弁護士についての知識
やそのイメージや社会的地位についてのイ
ンタネット調査）は完遂している． 
 現在進行中のものは，最高裁判所の許可の

もとに，東京地方裁判所の協力を得て，延べ
100名の熟練弁護士を動員して東京地方裁判
所で実施した，弁護士による弁護士パフォー
マンス評価のデータの入力，データ・クリー
ニング，集計，統計分析，論文執筆である． 
 すなわち弁護士のスキルや能力を現実的
に測定するために，熟練の弁護士延べ 100名
の協力を得て，最高裁判所の許可のもと，東
京地方裁判所の協力を得て，熟練弁護士によ
る弁護士評価を実施した（2010年 3月）．す
なわち，2007 年新受事件の中で既に終了し
た事件で，判決または和解で終了し，原告被
告双方に弁護士が訴訟代理人としてついて
いて，裁判所記録上「その他」事件に分類さ
れておらず，比較的充実した事件をランダム
に抽出して，2 名の熟練弁護士が相互に独立
して当該民事訴訟記録を読んで，訴状・答弁
書，準備書面，当事者尋問（主尋問，反対尋
問），証人尋問（主尋問・反対尋問）等のス
キルと能力を評価し，さらに当該弁護士につ
いての「シツ」を総合評価するという研究で
あり，190件について実施した．この研究成
果も商事法務から単行本として刊行する予
定である．なお，予備調査を最高裁判所の許
可を得て，横浜地方裁判所の協力と，弁護士
の協力のもとに，２００８年度に実施してい
る． 
 このように，本研究は初期の目標を順調に
達成しつつある． 
 
３．現在までの達成度 
＜区分＞ 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 法曹の質の多元的概念規定を社会化学的
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手法によって間主観的に実施し，それに基づ
く質問票による弁護士調査を完遂し，法律相
談者調査，訴訟利用者調査を完遂し，弁護士
イメージ調査を完遂し，練達弁護士による弁
護士パフォーマンス調査の分析を進めてい
る最中であり，達成度は 100％以上であると
自負している． 
 
４．今後の研究の推進方策 
本年度は最終年度であり，これまでの研究の
集大成の取りまとめを行う． 
国際会議や国内会議に出席して，研究成果の
発表を行う． 
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